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研究成果の概要（和文）：本研究は友人同士での共食行為が新奇食物の摂取に及ぼす影響を実験的に検討するとともに
, 新奇食物を摂取する際に参与者の間にどのような言語・非言語行動がみられるかを調べた. 実験では新奇食物3種と
中性食物10種の食品サンプルの試食課題を友人同士2名あるいは1名で実施した. 試食課題における新奇食物の摂取量, 
摂取時間, 食味評価, および対人行動を測定した. 実験の結果, 2名条件の方が新奇食物の摂取量が多い傾向がみられ
た. 対人行動解析の結果, とくに新奇食物に対する否定的評価の伝達・共有やリスクテイキングに関わる言語・非言語
コミュニケーションが新奇食物摂取に関係したことが示唆された.

研究成果の概要（英文）：This study explored the influence of face-to-face communication on acceptance of 
novel foods. Participants were asked to taste a set of 13 food samples including 3 novel foods and 10 
neutral foods by oneself or pair with their friend. In this tasting task, the amounts of food intake, 
times of intake and taste evaluations were measured. Furthermore, face-to-face communications during food 
intakes were videotaped in the pair condition. Results demonstrated that the amount of novel food intakes 
tended to be larger in the pair-with-friend condition than those in the individual condition. 
Furthermore, results of communication analyses suggest that verbal and non-verbal communication between 
friends about sympathies of fears and risk-taking motivations for eating novel foods facilitate novel 
food intakes in the pair condition.

研究分野：社会心理学

キーワード： 食行動　新奇食物　ヒューマンコミュニケーション
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１．研究開始当初の背景 

食物新奇性恐怖とは , 新奇食物  (novel 

food) の摂取を拒否する傾向のことを指す . 

たとえば, はじめて接する異文化の肉料理な
どは, 食べたくないと感じられることが多い
という. 食物新奇性恐怖は個人の栄養学的側
面での問題に加えて, 伝統食・地域食文化の
振興や, 先端技術応用食品の普及, また災害
非難時の防災食品の受容などを考える上で
も重要な心理学的特性である. 

新奇食物受容に影響を及ぼす要因につい
ては, 性格や知識, 覚醒水準といった個人の
認知特性のほかに, 他者存在が重要であるこ
とが示唆されている. たとえば, Harper and 

Sanders [1] によると, 幼児は大人が先に新奇
食物を摂取した場合には自分一人の場合よ
りも新奇食物の摂取が増えるという. また, 

Rousset et al. [2] は馴染みのない肉料理を幸
福の表情で食べている人の写真を提示した
場合に, 青年男性はその新奇食物に対する摂
取意欲が高まることを示した. このように家
族や友人, あるいは面識のない人物であって
も, 他者がその食物を摂取することが個人の
新奇食物受容に影響することが明らかにさ
れている . この現象はモデリング効果 

(modeling effect) と呼ばれる. 

モデリング効果に関する従来研究の多く
は, モデル対象となる共食相手は新奇食物の
摂取を行うよう実験的に操作されている. 一
方で, 日常の共食場面のように, あらかじめ
どちらかが新奇食物を先に摂取するという
取り決めもなく, また両者ともに新奇食物に
対して馴染みがないような状況においては, 

共食行為が新奇食物の摂取にどのような影
響を及ぼすかまだ知見が少ない.  

 

２．研究の目的 

以上の背景を踏まえ, 本研究では友人同士
2 名での共食行為が新奇食物の摂取に及ぼす
影響を実験的に検討した. あわせて, 新奇食
物を摂取する際に共食参与者の間でどのよ
うな言語・非言語行動がみられるかを観察し, 

いかなる対人コミュニケーションが新奇食
物受容に関連するかを検討した. なお, 本研
究課題に関連して複数の調査・実験を実施し
ているが, 紙面の都合上ここでは代表的な
研究成果の概要を報告する. 

 

３．研究の方法 

(1) 実験計画  食物評価実験への同時参加人
数 (2名 vs. 1名) を要因とする被験者間一要
因計画であった. なお, 本研究では 2 名条件
は友人同士とした. 

 

(2) 実験参加者  大学生・大学院生 27 名 (男
性 26名, 女性 1名, 平均年齢 21歳 (SD = 1.6)) 

が参加した. 内訳は 2 名条件が友人同士 9 組
18名, 1名条件が 9名であった. 各実験参加者
には実験前に書面にてインフォームドコン
セントを取得した. 本研究は東京電機大学に

設置されている倫理委員会の承認を得てい
る. 

 

(3) 実験材料  実験で使用する食物は予備調
査により選定した. 予備調査では 33 名の大
学生・大学院生 (男性 22名, 女性 11 名, 平均
年齢 21歳 (SD = 4.7)) が 36 種の菓子・乾燥
果実について, 馴染み (familiarity) と摂取意
思 (willingness-to-try) を視覚評価した (各 5

段階評定). 調査は集団で実施した. その結果, 

もっとも馴染みがなく, また食べたくないと
評定された 3 種の食物 (デーツ, ドライトマ
ト, ドライフィグ) を新奇食物とした (図 1). 

また, やや馴染みがあると評定された (平均
評定値 3.0～4.0) 食物 10種を中性食物とした. 

新奇食物は中性食物よりも馴染み (t (32) = 

12.9, p < .01) も摂取意思  (t (32) =11.8, p 

< .01)) も低かった. この新奇食物 3 種, 中性
食物 10種の計 13種の食物を本実験で使用し
た (表 1). 各食物について視覚評価用サンプ
ルと食味評価用サンプルを用意した. 試食用
サンプルは食べやすいように各食物サンプ
ルを 1.0g～3.0gの大きさに切ったものであり, 

各食物について 6 片ずつ用意した. 食物サン
プルはすべてテーブル上に同時提示した. ビ
デオカメラ 2 台と骨伝導マイク (JAWBONE

製骨伝導ノイズキャンセリングマイク搭載 

ICON HD (ALP-ICND-DN)) により試食中の
実験参加者の摂取・対人行動を計測した. ま
た, 実験参加者の食物新奇性恐怖傾向の測定

 

表 1  本実験で使用した食物名と平均視覚評定値 

食物名称 提示量 

(１片, g) 

馴染み 摂取 

意思 

新奇食物    

デーツ 2.0~2.5 1.6 2.0  

梅塩トマト 2.0~2.5 1.6 2.2  

ドライフィグ 2.5 1.9 2.3  

中性食物    

ビスコ 2.0~2.5 3.9 3.9 

  チョコあんぱん 2.0 3.9  4.0  

  果汁グミ 3.0 3.9 3.8 

  一味せんべい 2.5 3.7 3.8 

  ハリボー 2.0 3.7 3.7 

  クラッツ 1.0 3.6  3.5 

  チャームピー 2.5 3.5  3.2 

  プレッツェル 1.0 3.4  3.4  

  種抜きプルーン 2.0~2.5 3.2 2.4  

いわし揚げ 1.0 3.0 3.2  

 

 

 

 

図 1  本研究で用いた新奇食物 

（左からデーツ, ドライトマト, ドライフィグ） 



には食物新奇性恐怖傾向尺度 [3] を用いた. 

(4) 手続き  実験は 1 ペアあるいは 1 名ずつ
個別に実施した. 実験参加者は 13 種の食物
について, まず馴染み, および摂取意思をそ
れぞれ 5段階で評定する視覚評価課題を行な
った. 視覚評価にあたっては, 食物に触った
り匂いをかいだりせずに外見だけで評価す
るよう教示した. 視覚評価の後に, 各食物を
試食しておいしさと予想通りの味かそれぞ
れ 5 段階で評定する食味評価を行なった. な
お, 試食にあたり食べたくないものは食べな
くてよいと教示した. また, 各食物を試食し
た後には常に口腔内をリンスするために, 水
を飲んでから次の食物を試食させた. 課題終
了後に, 各食物について今後機会があればま
た食べたいかどうか (再摂取意思) を 5 段階
で評定させるとともに, 食物新奇性恐怖傾向
尺度を実施した. 

 

(5) データ解析  実験参加者のうち, 視覚評
価において新奇食物に対する馴染み, あるい
は摂食意思が高かった者は解析から除外し
た. また, 映像解析ソフト ANVIL5.0 を用い
て収録映像から各食物の摂取時間の書起こ
しを行なった. 各食物の摂取時間は, 各食物
を口に入れた時点から水を飲む時点までと
定義し, 映像解析により算出した. 

 

４．研究成果 

(1) 操作確認  視覚評価における新奇食物へ
の馴染みは 2名条件が平均 1.48 (SD = 0.45), 1

名条件が平均 1.52 (SD = 0.78) であり, 群間
で差はみられなかった (t (21) = 1.72, n.s.). 摂
取意欲についても 2名条件が平均 1.88 (SD = 

0.50), 1名条件が平均 1.73 (SD = 0.63) であり, 

条件間で差はみられなかった(t (21) = 0.70, 

n.s.). また, 実験参加者の食物新奇性恐怖傾
向は 2名条件が平均 68.8 (SD = 13.69), 1 名条
件が平均 62.2 (SD = 11.83) であり, 条件間で
差はみられなかった (t (21) = 0.83, n.s.). 

 

(2) 食物摂取量  新奇食物 3 種の総摂取量 

(個数単位) を新奇食物摂取量と , 中性食物
10 種の総摂取量 (個数単位) を中性食物摂取
量とそれぞれ定義した. たとえば, いずれの
食物も 1 つずつ摂取した場合には, 新奇食物
摂取量は 3個, 中性食物摂取量は 10個となる. 

2 名条件の新奇食物摂取量は平均 2.9 個 (SD 

= 0.59), 中性食物摂取量は平均 12.9 個 (SD = 

5.24) であった. 1名条件の新奇食物摂取量は
平均 2.1個 (SD = 1.17), 中性食物摂取量は平
均 10.1個 (SD = 1.54) であった. 新奇食物摂
取量を条件間で比較したころ, 2名条件は 1名
条件よりも摂取量が多い傾向がみられた (t 

(21) = 2.04, p < .10: 図 2). 一方で, 中性食物
の摂取量については条件間で差がみられな
かった (t (21) = 1.41, n.s.). 

 

(3) 食味評価  新奇食物に対するおいしさ評
価は 2名条件で平均 2.05 (SD = 0.67), 1名条件

で平均 2.50 (SD = 0.69) であり, 条件間で差 

 

図 2  2 名条件と 1 名条件の平均新奇食物摂取量 

 

 

 

はみられなかった(t (18) = 1.31, n.s.). 同様に, 

予想通りの味であったかについての評定は 2

名条件で平均1.70 (SD = 0.72), 1名条件で平均
1.72 (SD = 0.65) であり, 条件間で差はみられ
なかった(t (18) = 0.06, n.s.). また, 課題後に
実施した再摂取意欲の評定については, 2 名
条件の平均が1.67 (SD = 0.54), 1名条件の平均
が 1.74 (SD = 0.58) であり, 条件間で差はみ
られなかった(t (21) = 0.30, n.s.). 

 

(4) 摂取時間  新奇食物の摂取時間の算出に
あたっては, 食物摂取時間には個人差がある
ことを踏まえ, 個人内で新奇食物 3 種の平均
摂取時間と中性食品の中で新奇食物 (乾燥果
実) と類似テクスチャをもつ種抜きプルーン
の摂取時間の差分を算出し , 解析に用いた. 

その結果, 2名条件における新奇食物 3種の平
均摂取時間 (24.4 秒 (SD = 7.50)) は, 類似テ
クスチャの中性食物 (種無しプルーン; 平均
22.5 秒 (SD = 6.40)) より有意に長かった (t 

(7) = 2.45, p < .05). 一方で, 1 名条件における
新奇食物の平均摂取時間  (33.0 秒  (SD = 

8.15)) は中性食物 (種抜きプルーン) の摂取
時間 (25.0 秒 (SD = 6.31)) との間に有意な差
はみられなかった (t (4) = 1.54, n.s.). 

 

(5) 対人行動  2 名条件における新奇食物摂
取時の対人行動を映像から解析したところ, 

7組各 3種, 計 21件の新奇食物摂取場面のう
ち 12 件 (57%) において, 摂取前後に新奇食
物に関する会話や非言語行動が観察された. 

たとえば, 摂取後に相手を見ながら苦笑する
といった新奇食物に対する否定的評価の伝
達・共有や, 指差しで示し合わせて新奇食物
を 2名同時に摂取するといったリスクテイキ
ングに関わる言語・非言語コミュニケーショ
ンが多くみられた. 一方で, 新奇食物摂取前
後に一方が表情表出や相手への視線付与を
したにも関わらず相手がそれに気づかずコ
ミュニケーションが成立しなかったケース
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は 6 件 (29%), また 2 名の間で明示的な言
語・非言語コミュニケーションが観察されな
かったケース (e.g., 2 名とも下を向きながら
黙々と味わう) も 3件 (14%) あった. 

 

(6) 総合考察  本研究は友人 2 名での共食行
為が新奇食物の摂取に及ぼす影響を実験的
に検討したものである. 視覚評価において新
奇食物への馴染みと摂取意欲が低かった実
験参加者を対象として, 新奇食物 3 種, 中性
食物 10 種を含む食品群の試食課題での摂
取・対人行動を分析した. その結果, 2名条件
の参加者は 1名条件の参加者よりも新奇食物
の摂取量が多い傾向がみられた. 操作確認の
結果, 両条件の参加者間で新奇食物に対する
馴染み, 摂取意欲に差はなく, また実験参加
者の食物新奇性恐怖傾向についても両条件
の参加者間で差がなかった. これらのことか
ら, 共食行為は新奇食物摂取を促進すること
が示唆される. 

モデリング効果により新奇食物受容が促
進されることを示した先行研究 [1,2] とは異
なり, 本研究では共食参与者 2 名ともが新奇
食物に対して馴染みがなく, また食べたくな
いと事前に評価していた. それにも関わらず
2 名条件では 1 名条件よりも新奇食物の摂取
量が多い傾向がみられた. 一方で中性食物の
摂取量には条件間で差がなかったことから, 

共食行為はとくに新奇食物の摂取量を促進
する傾向があることが示唆される. 摂取量を
みると, 新奇食物 3 種の総摂取量について 2

名条件は平均 2.9個, 1 名条件は平均 2.1 個で
あった. 2名条件では概ね 3種類 1個ずつ程度, 

1 名条件では 3 種類のうち 2 種類 1 個ずつ程
度を摂取したことが伺える . このことから, 

共食による新奇食物摂取の促進効果は, 同一
の新奇食物を複数個以上食べるという摂取
量増加効果ではなく, 食物新奇性恐怖による
新奇食物の摂取回避傾向を減少させる効果
であると推察される. また, 中性食物の摂取
量は 2名条件が平均 13個, 1名条件が平均 10

個であり, それぞれ 10種の中性食物を概ね 1

個以上摂取したことがわかる. なお, 平均値
をみると中性食物摂取量も 2名条件の方が多
いが, これは特定のペアが 25 個程度ずつ摂
取したことの影響が大きく, 分散も大きいた
め統計的には条件間で有意差はない. 

  このように, 友人同士の共食行為により新
奇食物回避が減少する傾向がみられた. その
要因を抽出するために, 映像解析により新奇
食物の試食場面の対人インタラクションを
分析したところ, 新奇食物摂取場面の約 57%

においては, 新奇食物に関連した言語・非言
語コミュニケーションが観察された. その内
容の多くは新奇食物に対する馴染みのなさ
や摂取意欲の低さ, および摂取後の食味評価
を表出し共感するものと, 新奇食物摂取に対
するリスクテイキングに関わる言語・非言語
インタラクションであった. これら新奇食物
摂取に対する否定的評価についての共感や

リスクテイキングが新奇食物摂取の要因と
なったものと考えられる. 2 名条件では相対
的に新奇食物の摂取時間が長かったが, 味の
感想を伝えるためによく味わったり, 表情で
味を表現するなどコミュニケーションに関
わる要因が摂取時間を増加させたものと解
釈できる. コミュニケーションが新奇食物受
容に及ぼす影響に関して, たとえば同じ新奇
食物を摂取している他者の表情が摂取意思
に影響することは知られている [2]. しかし
Rousset et al. [2] では他者が幸福の表情をし
ている写真を提示した場合には新奇食物の
摂取意思が高くなるものの, 嫌悪の表情の場
合には摂取意思は低くなった. 一方で, 本研
究の 2名条件で新奇食物摂取後に観察された
参加者の表情の多くは嫌悪表情であること
から, 実際の共食中の対人インタラクション
においては表情カテゴリーのみが新奇食物
摂取に影響を及ぼすのではなく, おいしくな
いとしてもその食味体験を共有するといっ
た共感に関わる動機が摂取に影響すること
が推察される. 

  また, 新奇食物摂取場面の約 43%において
は, 新奇食物に関連したコミュニケーション
が成立しなかったか, あるいは生起しなかっ
た. このことから, 新奇食物を媒介としたコ
ミュニケーションのみが新奇食物の摂取を
促進したとはいえない. コミュニケーション
以外の要因としては, たとえば, 相手が食べ
たから自分も食べなければといった斉一性
への圧力や, 新奇食物を食べることでの自己
呈示などが考えられる. 本実験ではそれらの
外因的・内因的動機について直接的な測定を
行っていないので特定することは難しいが, 

今後これらの要因についても焦点をあてて
検討する必要があろう. 

  なお, 2 名条件では新奇食物回避傾向が減
少したが, 一方で新奇食物に対する食味評価 

(おいしさ, 予想通りの味か), および再摂取
意思には条件間で差がなく, いずれも 5 段階
評定で平均値が 1.7～2.5程度の低評価であっ
た. このことから, 共食行為は新奇食物回避
を減少するものの, 新奇食物の食味評価の促
進効果はみられないことも示唆される . 

Hermans et al. [4] は, 他者との関係構築のた
めに食物摂取量が調整されることを示した
が, 本研究においても新奇食物摂取は対人イ
ンタラクションの手段として行なわれたも
のと解釈することができる. 
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